                                                                          資料５  
新保険料体系…支出費用特約の保険料計算方法

1． 現行制度

· 「技術提供の開始日～対価の確認時」を計算期間として保険料を算出。
（計算期間のきざみは、３月ごと）

· 技術提供の各ステージごとに計算期間が複数ある場合は、料率のきざみが同じ部分ごとに枝分けし、保険料を算出する。

（プログレスペイメント）
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（マイルストーンペイメント）




















3ヶ月


















3ヶ月料率




6ヶ月




















































6ヶ月












6ヶ月料率





































3ヶ月





































                                                        料率のきざみ毎に枝分け

2． 新体系

· 「ａＸ＋ｂ」として計算する。

（※）係数ａ、ｂは、通常の船後係数ではなく、支出費用係数を使う。

· 保険料計算期間（Ｘ）は、

· 「初回技術提供開始日～最終対価確認日」の全期間

· きざみは、１年きざみ

· 対価確認までの期間で枝分けをしたりしない。役務提供の全期間で一律計算。

（新体系の計算方法）         …支出費用保険料        …船後保険料

 










































































































































初回技術提供開始～

      最終対価確認日





最終対価確認日



3． 具体的な係数

     ＜支出費用係数＞

国カテ
係数ａ
係数ｂ

Ａ
0.067
0.015

Ｂ
0.136
0.029

Ｃ
0.250
0.054

Ｄ
0.363
0.079

Ｅ
0.455
0.098

Ｆ
0.534
0.116

Ｇ
0.705
0.153

Ｈ
0.933
0.202

· 「技術提供開始日～最終対価確認日」が１年であれば、「ａ＋ｂ」として計算。

· 同期間が２年であれば、「２ａ＋ｂ」として計算。以下同様。
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